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　１３００年の古都奈良では、都が他に移ってからもそ

の外京部分は中世南都・近世奈良町として人々が住み

続けてきた。こういった累世代的な都市遺跡を発掘調

査する場合、中・近世の遺構・遺物にはあまり注意が

払われないことが多いのは残念な事実である。�

　奈良女子大学では、その構内に近世の奈良奉行所が

存在したこともあって、新しい時代の考古資料の調査

にも留意してきた。いっぽうで、近年、江戸時代や近

世陶磁器に対する学問的関心が高まり、その成果をも

とにして300年近い長い期間もこれらによる時期区分

をはじめとするいろんな問題に取り組めるようになっ

たことは大きい。�

　奈良女子大学では２０年以上にわたって構内遺跡の発

掘調査を続けてきたが、奉行所濠をはじめとして出土

した大量の近世（近代も含む）陶磁器は、その資料的

価値が研究者の間で高く評価されてきた。しかし、こ

れらは紹介する機会に恵まれず今日に至っている。そ

のため、少しでも知ってもらうための簡単な目録作り

として、今回の写真集を出版することを考えついた。

この写真集によって、近世陶磁器についての文化財と

しての知識が広く一般の人々に普及することを願うも

のである。�
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陶器と磁器�

　窯を築いて高温で焼かれる焼物には

陶器と磁器がある。陶器（ceramic）は

自然の土をそのまま素材としたもので、

日本では須恵器が最も早い。美濃・瀬

戸・常滑・備前などはこの系譜を引く。

いっぽうで、磁器（porcelain）は長石

系の石を粉末にしたものを原料とした

焼物で、日本では江戸時代に入ってよ

うやく国産磁器が焼き始められる。そ

れまでは中国の磁器（瓷器）が青磁・

白磁・染付・赤絵として日本にもたら

されていた。量は少なかったが、龍泉

や景徳鎮など伝統ある窯の優れた技術

による製品が中世日本人の日常生活に

彩りを添えたと考えられる。�
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唐津陶器�

　唐津は１５８０年代に生産がはじまった。最初は

現唐津市の南、岸岳周辺で朝鮮人陶工による生

産が開始されたとされる（岸岳系）。まもなく生

産の中心は伊万里地域に移り、１６世紀末～１７世

紀初頭（慶長年間）に生産・流通の最盛期を迎

える。構内遺跡では、奉行所濠から碗・皿・鉢

・甕・向付など多様な器種が出土しているが、

碗が多く皿は少ない。皿も窯の中での目積みの

際、砂を使う砂目積が粘土の小塊を使う胎土目

積より多い。慶長年間（１５９６～１６１４）に胎土

目積から砂目積に移行したことを考えると濠内

出土の唐津は様相が新しく、したがって絵唐津

も量は少ない。�

　奈良奉行所は関が原の戦後、

大阪城包囲網の一環として徳川

家康によって興福寺の西北に築

かれた（１６０３～０４年）。その規

模は１８０ｍ四方を幅１０ｍ前後の

濠で囲い、さらに内側には土塁

が存在したことが絵図などによ

って知られる。これまで濠の東

北隅と西南隅が発掘調査されて

いるが、東北隅では北側の濠�

（上端幅９．０ｍ、底面の幅４．８ｍ、

深さ２．２ｍ）が２７．５ｍにわたっ

て検出された。�

奈良奉行所四周の濠�

近世の器は肥前陶磁器ばかりではない。中世以

来の信楽・備前・美濃などの陶器も引き続き奈

良にもたらされたし、京焼やそれを意識した信

楽系の製品も１８世紀前半から見られる。１８世

紀後半になると信楽系は生産地を拡大し、日常

雑器中に一定の割合を占めるようになる。また、

瀬戸でも磁器が焼かれるようになる。この他に、

土師器の皿や瓦質土器火鉢や植木鉢も作られ続

けていたことを忘れてはならない。さらに、何

と言っても、土以外の素材、木製の漆塗り製品

（主に碗）の普及が著しかったことも重要である。�

　このように器に限って取り上げてみただけで

も奈良女子大学構内遺跡出土遺物は豊富な内容

を持っている。今回はその一部しか紹介できな

かったが、いずれ改めて他の器についても紹介

する機会をもちたい。�
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漢詩人物図香炉（漆継ぎ）�

（漢詩の部分）�
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砂目積の唐津�
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奉行所濠と北魚屋西町（南から）�



伊万里磁器�

　伊万里磁器生産の開始は、李参平が有田泉山

で白磁鉱を発見し、磁器をはじめて焼いたのが

１６１６年のことと伝える。初期の伊万里磁器の

様相は不明な点が多いが、皿で砂目積の目あと

を残すものがあり、唐津皿の焼成技法を受け継

いだものであったと考えられる。１７世紀中頃

以降になると、伊万里磁器は日常雑器の中枢を

占めるようになるが、構内遺跡出土の伊万里磁

器の変遷を、器形・絵付けの方法・焼成技法な

どについてたどってみると、生産地でのいろい

ろな事情をうかがい知ることが出来る。�

濠内からは近世・近代の陶磁器・

瓦・木製品その他が大量に出土した。

これらは奉行所に関係があるとい

うよりは、濠の北に存在した北魚

屋西町で使用されたものと考えら

れる。�

　�

　この北濠の最下層から、やはり

唐津が碗３２６点、皿７４点と大量に

出土したことは注意される。�

近代陶磁器の良好な資料�

　小規模な工事に伴う立会調査であったが、

濠の西南隅の西岸を確認している。それに伴

って大量の陶磁器が出土した。型紙摺の端反

り碗・銅版摺の皿や湯呑茶碗・色絵の小杯・

絵付けのある陶器・信楽系の行平鍋など様々

である。これらは濠を最終的に埋め立てた土

の中に含まれていたものであると認められた。

奉行所濠は奈良女子大学の前身である奈良

女子高等師範学校建設に先立って埋められ

たから、明治末年のことと考えられる。した

がって、これらの陶磁器の年代は明治時代

の終わりごろである。このことと型紙摺が明

治１０年代にはじまり、銅版摺が明治後期～

大正ごろに行われたという事実とも矛盾しない。�

課題�

　大学構内の発掘調査を長期間続けてき

て、出土した陶磁器の量は膨大なもので

あるが、いまだ確かめられていないもの

がある。織部と柿右衛門である。どちら

もそれらしい破片が北小路町の調査で一

点だけ出土している。いつか本物かどう

か見極めたいものである。�

１０� ３�

�

砂目積の唐津陶器と伊万里磁器�

砂目積初期伊万里磁器�

福字瓶�

奉行所濠出土の絵唐津�

型紙摺�

銅版摺�明治末年の陶磁器�

織部？　　　　　　　　　柿右衛門？�



伊万里磁器創生期・１７世紀前半～中頃�

　１７世前半に伊万里磁器の生産が開始され、

１６４０年代には全国的に流通するようになる。

碗は口縁が外に開き気味のものの他に、天

目タイプや筒碗がある。皿は口径に比べて

高台の径が小さく、絵付けでは月兎文の皿

のように呉須（コバルト青料）を筆に含ま

せて吹きつける吹墨技法が特徴的である。�

　奉行所濠出土のこの時期の染付皿の中に、

砂目積痕跡が認められるものがあり、初期

伊万里の様相をさぐる重要な資料となって

いる。また、碗では筒碗は認められない。

龍（？）を描いた皿は五枚一組であるが、

生産地の有田では未だ窯が見つかっていない。�

によって普及率が異なることは注意さ

れよう。�

　広東碗よりやや遅れて、口縁部を少

し外反させた端反り碗が出現し、明治

にかけて多く作られる。絵付けも焼継

に対抗すべく安価・大量生産を志向し

て型紙摺が行なわれ、さらに明治末年

からは銅版摺が流行する。�

戸・ゴミ捨て穴が多く検出されたが、

出土陶磁器の内容は、日常雑器以外に、

中国明代の赤絵磁器・　州窯産の陶製壷・

朝鮮王朝（李朝）の白磁碗・注連縄や

小槌を描いた京焼碗・色絵磁器など豊

富な内容をもっている。�

　これは江戸時代の武士階級の日常生

活で使用された器（うつわ）の様相が、

彼らの経済力や教養をある程度反映し

ていることを物語っていると言えよう。�

北小路町の町屋�

　奉行所西濠から西へ１５０ｍ離れた現奈良市北小

路町で近世から近代にかけての町屋が発掘された。

この町屋は１８世紀後半までは墨作り工房を兼ねた

墨屋であったが、次の段

階（～近代初頭）の性格

がいまひとつ明らかでない。

しかし、道路を現在と同

じ発掘区の東側に考える

と、玄関近くに井戸・ト

イレ、奥まった部分にゴ

ミ捨て穴が配置されてい

たことが知られる。�

９�４�

かわちやの焼継磁器�

北小路町町屋の焼継磁器�

北小路町の町屋（北から）�

東側の町屋の磁器�

伊万里磁器皿�

月兎文皿�

伊万里磁器皿�

伊万里磁器皿� １７世紀前半～中頃の磁器�

広東碗・端反碗�



焼継とさらなる変容・幕末（１９世紀前半）～明治�

　幕末を代表する器形は広東碗である。高台が高いなどそれまでにはなかった特徴があり、

清朝磁器の影響だという説もある。�

　焼継とは破損した磁器を白玉と呼ばれる鉛ガラスを使って接合修復することで、１８世紀

後半以降に江戸・関西を中心に流行した。焼継師という専門職人もいて、商売として成り

立っていたらしく、明治頃まで残っていた。�

　奉行所濠からも焼継磁器が多数出土しており、これは諌川源之助が経営する「かわちや」

という旅館で使っていた器であったと考えられる。いっぽうで、北小路町の町屋のゴミ捨

て穴から出土した焼継磁器は大型のものや色絵などの上物のみに見られ、器使用者の性格

　�

海外発展の時期・17世紀後半�

　１７世紀後半になると国内の流通だけで

なく、明末・清初の騒乱によって中国磁

器が得られなくなったオランダ商社が日

本に大量注文を行った。このため伊万里

では大量生産と同時に中国磁器のレベル

に迫る製作技術を要求されることになる。

皿の底が垂れるのを防ぐハリ支え、高台

畳付に施釉出来るようにした高台内蛇ノ

目釉ハギ、平面変形皿に対応するための

貼付高台の出現がこの要求に応えるため

の製作技術の改良である。絵付では墨弾

き技法が始まった。呉須を塗る以前に墨

で文様を描いておくと、焼成後墨塗り部

分が青の中に白く出てくるというもので

ある。�

８� ５�

与力屋敷と東側の町屋�

　奉行所東側の正門（現在の大学の正

門と同じ場所）の道を隔てた東側は与

力屋敷であった。現在は大学の国際学

生寄宿舎となっている。�

　絵図等によれば４～５軒の与力屋敷

が南北に並んでおり、その背後すなわ

ち寄宿舎敷地の東半は屋敷とは背割り

状態の町屋があったと推定される。�

　与力屋敷側では、１８世紀前半以降の井�

漆継ぎ� 焼継�

１７世紀前半～中頃の大型磁器�

１７世紀後半の磁器�

貼付高台�墨弾き�ハリ支え�

「大明」銘�角福�高台内蛇ノ目釉ハギ�与力屋敷の陶磁器�

与
力
屋
敷�



その後の唐津陶器・17世紀中頃以降�

　伊万里磁器の出現後も、唐津の系譜を引

く陶器生産は続けられた。現佐賀県武雄市

を中心とする地域で二彩・銅緑釉・三島手

の製品が代表的なものである（武雄系）。

これらは寛永１４年（１６３７）に鍋島藩が有田・

伊万里地方の窯場の整理を行なった結果、

働き場を失った工人達によるものと考えら

れている。こういった陶器の中で京焼風陶

器と呼ばれる胎土・釉色・貫入の具合・刻

印などを当時高級商品化していた京焼に似

せてつくられた製品がこれらの窯で焼かれた。

発掘調査で出土する真正の京焼製品が稀少

なのに対し、この京焼風陶器はほぼ全国に

分布し、この時期の特定商品に対する意識

が今とあまり変らないことを知る。�

国内市場の拡大・１７世紀末～１８世紀後半�

　清朝磁器の復興によって輸出は伸びなくなり、

国内市場の拡大に力が注がれるようになる。�

　国内向けの日常雑器としてくらわんか手と呼ば

れる磁器が大量生産され、近世において最も広く

伊万里磁器が普及した。このため絵付においては

コンニャク判・型紙摺等が考案され、大量生産に

よる安価な商品を作り出すことに成功した。�

　コンニャク判は印判を使って施文すると推定さ

れているが、具体的な方法は明らかでない。従来

は手書きであった見込みの五弁花にも使われるよ

うになる。型紙は文字どうり文様を切り抜いた型

紙を器にあて、呉須を塗って絵付けする技法で、

磁器には１８世紀前半に限って用いられ、次には明

治１０年代に盛行する。このほか、蛇ノ目凹型高台・

渦福字・「大明年製」崩れ銘なども大量生産を意図

した結果の産物である。�

　なお、１８世紀後半～末においては、青磁染付意

匠の蓋付碗・丸碗・筒型碗が盛行するが、器形か

ら見て蓋付碗は次の広東碗につながっていくべき

ものであろう。�
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京焼風陶器�

京焼風陶器�

京焼と京焼風陶器�

使用されていた刻印（２倍に拡大）�

内野山系銅緑釉陶器�
五弁花コンニャク判�

１７世紀末～１８世紀後半の磁器�

色絵水滴�

蛇ノ目凹型高台�

「大明年製」崩れ銘�渦福�型紙摺�コンニャク判�

コンニャク判のくらわんか手�くらわんか手�

三島手大皿�



その後の唐津陶器・17世紀中頃以降�

　伊万里磁器の出現後も、唐津の系譜を引

く陶器生産は続けられた。現佐賀県武雄市

を中心とする地域で二彩・銅緑釉・三島手

の製品が代表的なものである（武雄系）。

これらは寛永１４年（１６３７）に鍋島藩が有田・

伊万里地方の窯場の整理を行なった結果、

働き場を失った工人達によるものと考えら

れている。こういった陶器の中で京焼風陶

器と呼ばれる胎土・釉色・貫入の具合・刻

印などを当時高級商品化していた京焼に似

せてつくられた製品がこれらの窯で焼かれた。

発掘調査で出土する真正の京焼製品が稀少

なのに対し、この京焼風陶器はほぼ全国に

分布し、この時期の特定商品に対する意識

が今とあまり変らないことを知る。�

国内市場の拡大・１７世紀末～１８世紀後半�

　清朝磁器の復興によって輸出は伸びなくなり、

国内市場の拡大に力が注がれるようになる。�

　国内向けの日常雑器としてくらわんか手と呼ば

れる磁器が大量生産され、近世において最も広く

伊万里磁器が普及した。このため絵付においては

コンニャク判・型紙摺等が考案され、大量生産に

よる安価な商品を作り出すことに成功した。�

　コンニャク判は印判を使って施文すると推定さ

れているが、具体的な方法は明らかでない。従来

は手書きであった見込みの五弁花にも使われるよ

うになる。型紙は文字どうり文様を切り抜いた型

紙を器にあて、呉須を塗って絵付けする技法で、

磁器には１８世紀前半に限って用いられ、次には明

治１０年代に盛行する。このほか、蛇ノ目凹型高台・

渦福字・「大明年製」崩れ銘なども大量生産を意図

した結果の産物である。�

　なお、１８世紀後半～末においては、青磁染付意

匠の蓋付碗・丸碗・筒型碗が盛行するが、器形か

ら見て蓋付碗は次の広東碗につながっていくべき

ものであろう。�

6 ７�

京焼風陶器�

京焼風陶器�

京焼と京焼風陶器�

使用されていた刻印（２倍に拡大）�

内野山系銅緑釉陶器�
五弁花コンニャク判�

１７世紀末～１８世紀後半の磁器�

色絵水滴�

蛇ノ目凹型高台�

「大明年製」崩れ銘�渦福�型紙摺�コンニャク判�

コンニャク判のくらわんか手�くらわんか手�

三島手大皿�



焼継とさらなる変容・幕末（１９世紀前半）～明治�

　幕末を代表する器形は広東碗である。高台が高いなどそれまでにはなかった特徴があり、

清朝磁器の影響だという説もある。�

　焼継とは破損した磁器を白玉と呼ばれる鉛ガラスを使って接合修復することで、１８世紀

後半以降に江戸・関西を中心に流行した。焼継師という専門職人もいて、商売として成り

立っていたらしく、明治頃まで残っていた。�

　奉行所濠からも焼継磁器が多数出土しており、これは諌川源之助が経営する「かわちや」

という旅館で使っていた器であったと考えられる。いっぽうで、北小路町の町屋のゴミ捨

て穴から出土した焼継磁器は大型のものや色絵などの上物のみに見られ、器使用者の性格

　�

海外発展の時期・17世紀後半�

　１７世紀後半になると国内の流通だけで

なく、明末・清初の騒乱によって中国磁

器が得られなくなったオランダ商社が日

本に大量注文を行った。このため伊万里

では大量生産と同時に中国磁器のレベル

に迫る製作技術を要求されることになる。

皿の底が垂れるのを防ぐハリ支え、高台

畳付に施釉出来るようにした高台内蛇ノ

目釉ハギ、平面変形皿に対応するための

貼付高台の出現がこの要求に応えるため

の製作技術の改良である。絵付では墨弾

き技法が始まった。呉須を塗る以前に墨

で文様を描いておくと、焼成後墨塗り部

分が青の中に白く出てくるというもので

ある。�

８� ５�

与力屋敷と東側の町屋�

　奉行所東側の正門（現在の大学の正

門と同じ場所）の道を隔てた東側は与

力屋敷であった。現在は大学の国際学

生寄宿舎となっている。�

　絵図等によれば４～５軒の与力屋敷

が南北に並んでおり、その背後すなわ

ち寄宿舎敷地の東半は屋敷とは背割り

状態の町屋があったと推定される。�

　与力屋敷側では、１８世紀前半以降の井�

漆継ぎ� 焼継�

１７世紀前半～中頃の大型磁器�

１７世紀後半の磁器�

貼付高台�墨弾き�ハリ支え�

「大明」銘�角福�高台内蛇ノ目釉ハギ�与力屋敷の陶磁器�

与
力
屋
敷�



伊万里磁器創生期・１７世紀前半～中頃�

　１７世前半に伊万里磁器の生産が開始され、

１６４０年代には全国的に流通するようになる。

碗は口縁が外に開き気味のものの他に、天

目タイプや筒碗がある。皿は口径に比べて

高台の径が小さく、絵付けでは月兎文の皿

のように呉須（コバルト青料）を筆に含ま

せて吹きつける吹墨技法が特徴的である。�

　奉行所濠出土のこの時期の染付皿の中に、

砂目積痕跡が認められるものがあり、初期

伊万里の様相をさぐる重要な資料となって

いる。また、碗では筒碗は認められない。

龍（？）を描いた皿は五枚一組であるが、

生産地の有田では未だ窯が見つかっていない。�

によって普及率が異なることは注意さ

れよう。�

　広東碗よりやや遅れて、口縁部を少

し外反させた端反り碗が出現し、明治

にかけて多く作られる。絵付けも焼継

に対抗すべく安価・大量生産を志向し

て型紙摺が行なわれ、さらに明治末年

からは銅版摺が流行する。�

戸・ゴミ捨て穴が多く検出されたが、

出土陶磁器の内容は、日常雑器以外に、

中国明代の赤絵磁器・　州窯産の陶製壷・

朝鮮王朝（李朝）の白磁碗・注連縄や

小槌を描いた京焼碗・色絵磁器など豊

富な内容をもっている。�

　これは江戸時代の武士階級の日常生

活で使用された器（うつわ）の様相が、

彼らの経済力や教養をある程度反映し

ていることを物語っていると言えよう。�

北小路町の町屋�

　奉行所西濠から西へ１５０ｍ離れた現奈良市北小

路町で近世から近代にかけての町屋が発掘された。

この町屋は１８世紀後半までは墨作り工房を兼ねた

墨屋であったが、次の段

階（～近代初頭）の性格

がいまひとつ明らかでない。

しかし、道路を現在と同

じ発掘区の東側に考える

と、玄関近くに井戸・ト

イレ、奥まった部分にゴ

ミ捨て穴が配置されてい

たことが知られる。�

９�４�

かわちやの焼継磁器�

北小路町町屋の焼継磁器�

北小路町の町屋（北から）�

東側の町屋の磁器�

伊万里磁器皿�

月兎文皿�

伊万里磁器皿�

伊万里磁器皿� １７世紀前半～中頃の磁器�

広東碗・端反碗�



伊万里磁器�

　伊万里磁器生産の開始は、李参平が有田泉山

で白磁鉱を発見し、磁器をはじめて焼いたのが

１６１６年のことと伝える。初期の伊万里磁器の

様相は不明な点が多いが、皿で砂目積の目あと

を残すものがあり、唐津皿の焼成技法を受け継

いだものであったと考えられる。１７世紀中頃

以降になると、伊万里磁器は日常雑器の中枢を

占めるようになるが、構内遺跡出土の伊万里磁

器の変遷を、器形・絵付けの方法・焼成技法な

どについてたどってみると、生産地でのいろい

ろな事情をうかがい知ることが出来る。�

濠内からは近世・近代の陶磁器・

瓦・木製品その他が大量に出土した。

これらは奉行所に関係があるとい

うよりは、濠の北に存在した北魚

屋西町で使用されたものと考えら

れる。�

　�

　この北濠の最下層から、やはり

唐津が碗３２６点、皿７４点と大量に

出土したことは注意される。�

近代陶磁器の良好な資料�

　小規模な工事に伴う立会調査であったが、

濠の西南隅の西岸を確認している。それに伴

って大量の陶磁器が出土した。型紙摺の端反

り碗・銅版摺の皿や湯呑茶碗・色絵の小杯・

絵付けのある陶器・信楽系の行平鍋など様々

である。これらは濠を最終的に埋め立てた土

の中に含まれていたものであると認められた。

奉行所濠は奈良女子大学の前身である奈良

女子高等師範学校建設に先立って埋められ

たから、明治末年のことと考えられる。した

がって、これらの陶磁器の年代は明治時代

の終わりごろである。このことと型紙摺が明

治１０年代にはじまり、銅版摺が明治後期～

大正ごろに行われたという事実とも矛盾しない。�

課題�

　大学構内の発掘調査を長期間続けてき

て、出土した陶磁器の量は膨大なもので

あるが、いまだ確かめられていないもの

がある。織部と柿右衛門である。どちら

もそれらしい破片が北小路町の調査で一

点だけ出土している。いつか本物かどう

か見極めたいものである。�

１０� ３�

�

砂目積の唐津陶器と伊万里磁器�

砂目積初期伊万里磁器�

福字瓶�

奉行所濠出土の絵唐津�

型紙摺�

銅版摺�明治末年の陶磁器�

織部？　　　　　　　　　柿右衛門？�



唐津陶器�

　唐津は１５８０年代に生産がはじまった。最初は

現唐津市の南、岸岳周辺で朝鮮人陶工による生

産が開始されたとされる（岸岳系）。まもなく生

産の中心は伊万里地域に移り、１６世紀末～１７世

紀初頭（慶長年間）に生産・流通の最盛期を迎

える。構内遺跡では、奉行所濠から碗・皿・鉢

・甕・向付など多様な器種が出土しているが、

碗が多く皿は少ない。皿も窯の中での目積みの

際、砂を使う砂目積が粘土の小塊を使う胎土目

積より多い。慶長年間（１５９６～１６１４）に胎土

目積から砂目積に移行したことを考えると濠内

出土の唐津は様相が新しく、したがって絵唐津

も量は少ない。�

　奈良奉行所は関が原の戦後、

大阪城包囲網の一環として徳川

家康によって興福寺の西北に築

かれた（１６０３～０４年）。その規

模は１８０ｍ四方を幅１０ｍ前後の

濠で囲い、さらに内側には土塁

が存在したことが絵図などによ

って知られる。これまで濠の東

北隅と西南隅が発掘調査されて

いるが、東北隅では北側の濠�

（上端幅９．０ｍ、底面の幅４．８ｍ、

深さ２．２ｍ）が２７．５ｍにわたっ

て検出された。�

奈良奉行所四周の濠�

近世の器は肥前陶磁器ばかりではない。中世以

来の信楽・備前・美濃などの陶器も引き続き奈

良にもたらされたし、京焼やそれを意識した信

楽系の製品も１８世紀前半から見られる。１８世

紀後半になると信楽系は生産地を拡大し、日常

雑器中に一定の割合を占めるようになる。また、

瀬戸でも磁器が焼かれるようになる。この他に、

土師器の皿や瓦質土器火鉢や植木鉢も作られ続

けていたことを忘れてはならない。さらに、何

と言っても、土以外の素材、木製の漆塗り製品

（主に碗）の普及が著しかったことも重要である。�

　このように器に限って取り上げてみただけで

も奈良女子大学構内遺跡出土遺物は豊富な内容

を持っている。今回はその一部しか紹介できな

かったが、いずれ改めて他の器についても紹介

する機会をもちたい。�

１１�２�

漢詩人物図香炉（漆継ぎ）�

（漢詩の部分）�

唐津岸岳系�

胎土目積の唐津�

砂目積の唐津�

奉行所濠�

奉行所濠と北魚屋西町（南から）�



�

白磁皿�

青磁香炉・碗�

明代の染付磁器�

清代の染付磁器の鹿�

美濃天目茶碗�

備前焼壷�

龍？�

蝶�

鳥�

美濃天目茶碗�絵志野皿�

明の染付碗と初期伊万里碗�

初期伊万里磁器の鹿�

明代の赤絵磁器�

青磁碗�

陶器と磁器�

　窯を築いて高温で焼かれる焼物には

陶器と磁器がある。陶器（ceramic）は

自然の土をそのまま素材としたもので、

日本では須恵器が最も早い。美濃・瀬

戸・常滑・備前などはこの系譜を引く。

いっぽうで、磁器（porcelain）は長石

系の石を粉末にしたものを原料とした

焼物で、日本では江戸時代に入ってよ

うやく国産磁器が焼き始められる。そ

れまでは中国の磁器（瓷器）が青磁・

白磁・染付・赤絵として日本にもたら

されていた。量は少なかったが、龍泉

や景徳鎮など伝統ある窯の優れた技術

による製品が中世日本人の日常生活に

彩りを添えたと考えられる。�
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奈良女子大学構内遺跡出土遺物にみる�

肥前陶磁の世界�

平成１６年３月３０日　発行�

編集　奈良女子大学埋蔵文化財発掘調査会�

発行　奈良女子大学�

印刷　株式会社新踏社�

　１３００年の古都奈良では、都が他に移ってからもそ

の外京部分は中世南都・近世奈良町として人々が住み

続けてきた。こういった累世代的な都市遺跡を発掘調

査する場合、中・近世の遺構・遺物にはあまり注意が

払われないことが多いのは残念な事実である。�

　奈良女子大学では、その構内に近世の奈良奉行所が

存在したこともあって、新しい時代の考古資料の調査

にも留意してきた。いっぽうで、近年、江戸時代や近

世陶磁器に対する学問的関心が高まり、その成果をも

とにして300年近い長い期間もこれらによる時期区分

をはじめとするいろんな問題に取り組めるようになっ

たことは大きい。�

　奈良女子大学では２０年以上にわたって構内遺跡の発

掘調査を続けてきたが、奉行所濠をはじめとして出土

した大量の近世（近代も含む）陶磁器は、その資料的

価値が研究者の間で高く評価されてきた。しかし、こ

れらは紹介する機会に恵まれず今日に至っている。そ

のため、少しでも知ってもらうための簡単な目録作り

として、今回の写真集を出版することを考えついた。

この写真集によって、近世陶磁器についての文化財と

しての知識が広く一般の人々に普及することを願うも

のである。�
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